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自
治
体
の
財
政
状
況
は
家
計
と
同
じ
よ
う
な
も
の

と
い
わ
れ
ま
す
。
家
計
の
豊
か
さ
の
見
方
が
た
く
さ

ん
あ
る
よ
う
に
自
治
体
の
豊
か
さ
の
見
方
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

最
近
新
聞
な
ど
に
も
掲
載
さ
れ
た
り
し
ま
す
が
、

人
口
一
人
当
た
り
の
地
方
税
の
額
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
確
か
に
豊
か
さ
の
一
つ
の
目
安
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

い
く
ら
一
人
当
た
り
の
税
額
が
多
く
て
も
総
額
が

少
な
け
れ
ば
大
き
な
事
業
も
で
き
ま
せ
ん
し
、
ど
う

し
て
も
や
り
た
い
事
業
が
あ
っ
た
場
合
、
で
き
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
あ
る
程
度
の
基
準
を
定
め
な
い
と
村
民

の
み
な
さ
ん
も
判
断
の
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
こ
で
は
、
�
�
�
�
�
�
�
�
と
い
う
額
に
注
目

し
て
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　

上
の
『
財
政
指
標
等
』
と
い
う
表
に
も
あ
る
よ
う

に
本
村
の
�
�
�
�
�
�
�
�
は
マ
イ
ナ
ス
三
千
六

百
万
円
で
す
。
こ
の
数
字
は
ど
う
し
て
求
め
ら
れ
る

か
と
い
う
と
、
ま
ず
、
基
本
に
な
る
�
�
�
�
と
い

う
額
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
単
純
に
歳
入
決
算
額
か

ら
歳
出
決
算
額
を
引
い
た
歳
入
歳
出
の
帳
尻
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
収
支
に
は
繰
越
明
許
費
な
ど
の
繰
越

し
財
源
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
、
修
正
し

た
の
が
�
�
�
�
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
又
こ
の
実
質
収
支
か
ら
前
年
度
の
実
質
収

支
を
引
い
た
も
の
が
�
�
�
�
�
で
す
。
実
質
収
支

は
、
前
年
度
の
収
支
を
含
ん
で
い
ま
す
。
前
年
度
が

決
算
報
告

　
数
字
だ
け
を
見
る
と
な
か
な
か
実
感
が
わ
か
な
い
村
の
財
政
状
況
で
す�

が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
決
算
額
を
千
分
の
一�

に
し
て
、
費
目
を
そ
れ
ぞ
れ
家
計
に
置
き
換
え
て
説
明
し
ま
し
た
。�

歳入は依然として，自主財源が乏しく依�

存財源を充当しての行政運営を行ってい�

ます。歳出は前年度に比べ全体で9.6%�

の削減を行っていますが，その中で田舎�

暮し体験施設建設や，農林水産業事業で�

崎原地区といった当初から予定していた�

事業を実施することができました。�

食費　643千円�
（人件費）�

医療費･保育料　97千円�
（扶助費）�

ローンや借金の返済　887千円�
（公債費）�

家の増改築　888千円�
（普通建設･災害復旧事業費）�

水道光熱費　287千円�
（物件費）�

保険料･税金など　204千円�
（補助費等）�

保険の積立　30千円�
（積立金）�

友人への貸付　2千円�
（貸付金）�

子供への仕送り　211千円�
（繰出金）�

その他経費�
734千円�

義務的経費�
401千円�

義務的経費�
401千円�

歳出総額�
3,049千円�

家族で稼いだ収入　258千円�
（村税･（分担金･負担金）財産収入･諸収入など）�

貯金の取り崩し（繰入金） 31千円�

去年の余り（繰越金） 112千円�

両親からの仕送り　2,388千円�
（地方交付税･国庫支出金�
県支出金･他各種交付金など）�

借入　356千円�
（地方債）�

自主財源�
401千円�

依存財源�
2,722千円�

歳入総額�
3,123千円�
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黒
字
な
ら
、
繰
越
金
と
い
う
形
で
そ
の
年
度
の
歳
入

に
持
ち
越
さ
れ
、
赤
字
な
ら
そ
れ
を
埋
め
る
た
め
、

逆
に
そ
の
年
度
の
歳
入
が
繰
上
充
用
金
と
い
う
形
で

充
て
ら
れ
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
の
影
響
を
さ
え
ぎ
り
、
純
粋
に
そ
の

年
度
だ
け
の
収
支
に
し
た
の
が
単
年
度
収
支
で
す
。

単
年
度
収
支
が
赤
字
で
も
実
質
収
支
が
黒
字
な
ら
直

ち
に
危
機
的
状
況
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
状
況
は
、
前
年
度
の
黒
字
の
お
か
げ
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
が
続
け
ば
実
質
収
支
も

赤
字
に
な
り
ま
す
。

　

も
っ
と
厳
密
に
言
う
と
、
前
年
度
以
前
か
ら
持
ち

越
さ
れ
た
要
素
や
、
翌
年
度
以
降
の
収
支
に
影
響
を

与
え
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
積
立
金
を
積
立

て
れ
ば
翌
年
度
以
降
の
黒
字
に
貢
献
し
、
前
年
度
ま

で
に
積
立
て
ら
れ
た
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て

歳
入
に
取
り
入
れ
る
と
そ
の
年
度
に
は
余
分
な
財
源

と
し
て
、
赤
字
の
要
素
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
う
隠
れ
た
要
素
を
加
減
し
た
も
の
が
�
�

�
�
�
�
�
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
実
質
単
年

度
収
支
の
赤
字
が
続
い
て
い
く
こ
と
は
、
前
年
度
ま

で
の
基
金
を
取
り
崩
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
わ
け
で

す
か
ら
長
く
そ
の
財
政
を
保
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
本
村
で
は
こ
の
先
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
健
全
な
自
治
体
運
営
を
め
ざ
し

て
い
き
ま
す
。

特別会計決算� 単位：円� 単位：百万円�財政指標等�

会　計　名� 歳　　出�歳　　入� 形式収支�
�
実質収支額�
�
単年度収支�
�
実質単年度収支�
�
標準財政規模�
�
基準財政収入額�
�
基準財政需要額�
�
財政力指数�
�
実質収支比率�
�
経常収支比率�

積立金現在高�

財政調査基金�
�
減債基金�
�
その他特目基金�

政府資金�
�
その他�

物件の購入等分�
�
債務保証等分�
�
その他�

積立金現在高�
�
地方債現在高�
�
債務負担行為額�
�
普通建設事業費�

地方債現在高�

債務負担行為額�

標準財政規模に対する比率�

収益事業収入額�

74�
�

74�
�

▲36�
�

▲36�
�

1,666�
�

166�
�

1,620�
�

0.100�
�

4.4�
�

100.7�
�

34.0�
�

11.0�
�
�
�

2.3�
�

2.3�
�

37.5�
�

20.1

1,011�
�

310�
�

483�
�

218�
�

5,201�
�

4,726�
�

475�
�

81�
�
�
�
�
�

81�
�
�
�

60.7�
�

312.2�
�

4.9�
�

46.5

国民健康保険事業�
�
国保施設事業�
�
老人保健医療事業�
�
簡易水道事業�
�
農業集落排水事業�
�
漁業集落排水事業�
�
介護保険事業�

285,445,736�
�

74,957,948�
�

411,669,410�
�

53,637,915�
�

82,994,528�
�

21,245,139�
�

345,930,320

262,458,781�
�

74,915,246�
�

411,616,725�
�

53,490,076�
�

82,886,617�
�

21,237,706�
�

345,754,963

実質公債費比率�

人件費�
�
物件費�
�
維持補修費�
�
扶助費�
�
補助費等�
�
公債費�

単年度収支＝その年度の実質収支－前年度の実質収支�

平成13年度以降　地方債在高の推移�

実質単年度収支＝単年度収支＋財政調整積立金＋地方債繰上償還額�
　　　　　　　　－財政調整基金取り崩し額�

H17   5,201百万円�
�
H16   5,399百万円�
�
H15   5,507百万円�
�
H14   5,549百万円�
�
H13   5,765百万円�
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　平成１９年４月から新規に田検保育所への入所を希望される方は下記の

とおり申し込みを受け付けますのでご案内します。

記

入所申し込み受付期日　：　平成１９年１月２２日（月）～２月１６日（金）

入所申し込み書配布期日　：　平成１９年１月２２日（月）～２月９日（金）

申込書配布及び提出場所　：　役場保健福祉課，田検保育所

入所対象児童　：　宇検村に住所を有する平成１９年４月１日現在で０歳

（概ね５ヶ月）～５歳の児童

保育料　：　所得により決定

　※なお、今年度から既入所見につきましては，入所申し込みは必要あ

りませんが，後日申告書を提出していただきます。

　　提出期日につきましては，後日保健福祉課から連絡いたします。

　　詳しくは　役場保健福祉課までお問い合わせください。

�������
独立行政法人奄美群島振興開発基金　業務課
〒８９４－００２６
鹿児島県奄美市名瀬港町１番５号

電　話：０９９７－５２－４５１１
ＦＡＸ：０９９７－５２－４５１４
ホームページ：http;//www.amami.go.jp
メールアドレス：kikin@amami.go.jp

��������	
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○奄美基金は産業の振興を目的に，保証業務及び融資業務により群島内事業者の方々への事業資金

の供給を行っています。

○保証業務は，金融機関から借入を行う際に取引がない，信用不足などで必要な資金調達が難しい

などの場合に奄美基金が公的信用保証を行うことにより円滑な資金調達を促進する制度で，農林

漁業も含む奄美群島内の事業者ほとんどの方が対象になります。

　※借入の際には信用保証料が必要となります。

　※保証にあたっては所定の審査が必要となります。

○融資業務は，農林漁業，大島紬，黒糖焼酎，観光など奄美の特性を活かした事業に対して長期・

低利（固定金利）資金の直接貸付で支援いたします。

（資金使途の事例）

農　林　業　（農機具購入，農地購入，農地造成など）

水　産　業　（漁船・機具購入，養殖施設の整備など）

観光関連業　（民宿建設，観光客向郷土料理店建設など）

奄美の特産品（大島紬，黒糖焼酎，自然塩，にがり，キビ酢，薬草その他奄美の地域資源を活用し

た事業など）

※上記設備資金の他仕入資金，諸経費支払，未払金・買掛金等の決済など事業の経営安定に必要な

運転資金のご利用も対象となっています。

※貸付利率は資金の種類や借入期間によって異なります。

※融資にあたっては所定の審査が必要となります。
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『法務局サンデー相談所（無料）』の開設について

　平日は多忙で法務局の窓口相談を受けることができない皆様のために，下記のとおり，

『法務局サンデー相談所』を開設しますので，ご利用下さい。

　なお，相談は無料で，法務局職員，公証人，人権擁護委員が担当し，秘密は厳守されます。

記

◆日　　　時　　平成１９年１月２８日（日）１０：００～１６：００まで

　　　　　　　　（受付は１５時３０分まで）

◆場　　　所　　奄美文化センター２階和室（奄美市名瀬長浜町）

◆対　象　者　　どなたでも相談を受けることができます。

◆相 談 内 容　　☆土地や建物の登記（売買，相続など）

　　　　　　　　☆会社の登記（設立，役員変更など）

　　　　　　　　☆戸籍・国籍（婚姻，養子縁組，国籍取得など）

　　　　　　　　☆供託（地代・家賃，給料差押など）

　　　　　　　　☆財産の相続，遺言及び成年後見に関わること

◆問い合せ先　　〒８９４－００２６　奄美市名瀬港町２－１６

　　　　　　　　鹿児島地方法務局奄美支局

　　　　　　　　ＴＥＬ　０９９７－５２－０３７６

��������	


　独立行政法人自動車事故対策機構では，自動車事故で働き手が亡くなったり，または重度

の後遺症が残ったりしたために，生活にお困りのご家庭のお子様に対し，中学校卒業まで無

利子で育成資金の貸付を行っています。

　貸付額　一時金１５万５千円，月額２万円，入学支度金（小，中学入学時）４万４千円，返

済期間中学卒業後２０年以内（高校，大学等に進学した場合は，卒業まで返済開始を猶予）

������

　自動車事故による重度後遺障害者の方に対する介護料の支給を行っています。

　支給対象　頭部，脊髄または胸腹部臓器の損傷を受け，移動・食事・排泄など日常生活動

作について，常時の介護または随時の介護が必要な状態である方。

　支給方法　月額制

　支給期間　支所による受付の行われた日の属する月から，受給資格喪失事由の発生し

　　　　　　た日の属する月まで。

���������	
�

　独立行政法人自動車事故対策機構鹿児島支所　ＴＥＬ　０９９－２２５－０７８２
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　今般，国内で３６年ぶりに狂犬病の感染症例が確認されました。これは，犬に手をかま

れた男性が帰国後，国内で狂犬病を発症したという事例です。狂犬病は，先進国を含む

多くの国で発生しており，世界中で年間３０，０００人から５０，０００人が死亡しています。

　発症すると治療法はなく，人も動物も１００％死亡する恐ろしい病気です。

　我が国では，狂犬病の発生を予防し，その蔓延を防止するために狂犬病予防法により

生後９１日以上の犬には狂犬病予防注射が法律で義務づけられています。

　犬を飼ったら必ず登録と毎年１回の狂犬病予防注射を受けましょう。また，放し飼い

は禁止されていますのでの必ずつないで飼いましょう。

　�����　　名瀬保健所　　　　　　　０９９７－５２－５４１１

　　　　　　　　名瀬保健所　瀬戸内駐在　０９９７７－２－１１７６

　　　　　　　　宇検村役場住民課　　　　０９９７－６７－２２１１

��������	
���
　健康な暮らしはみんなの願いです。しかし病気やケガは，ある日突然訪れます。そのようなと
き，医療費の心配をせずに病院に受診できるよう，加入者全員で日頃から掛け金（保険税）を負
担し合い，万一に備える相互扶助が国民健康保険制度です。
　そして，国民健康保険が病気などに支払う医療費はみなさんが納める保険税によって賄われて
います。医療費が増加すれば，それに応じて国保税の負担も増加していきます。負担が少しでも
軽減できるように次のことに注意しましょう。
①重複受診はやめましょう。②時間外・休日受診はなるべくさけましょう。③むやみに薬を処方
してもらうのはやめましょう。④家庭医を持ちましょう。⑤医師を信頼し，指示を守りましょう。
⑥病気の早期発見・早期治療のため，定期的に健康診断を受けましょう。これらのことを守り，
明るく元気な宇検村民を実現させましょう。

◆法律の改正で，災害その他特別な事情もなく納期限から一年間の滞納がある人には，保険証の
交付が出来なくなり，代りに「資格証明書」を交付することが義務化されました。この資格証明
書でも医療機関で受診することはできますが，いったん全額を本人が負担（通常は三割負担）す
ることになりますので滞納にはくれぐれもご注意下さい。どうしても保険税の納入が困難な方は
早めにご相談下さい。また，平成１８年度からは納税者に便利な口座振替もできますので，ご利用
下さい。

��������	
��

�０９９７－６７－２２１１　
保険税関係　税務課（内線１０６）　　　医療費関係　保健福祉課（内線１１２）
※国民健康保険税以外にも口座振替可能な科目が増えました，対象科目は次のとおりです。簡易
水道使用料　農業集落配水事業　漁業集落配水事業　住宅使用料　村県民税　固定資産税　軽自
動車税　介護保険料　保育料　措置費負担金
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各
市
町
村
の
持
ち
回
り
で
開

催
さ
れ
る
こ
の
大
会
、
前
回
、

本
村
で
開
催
さ
れ
た
の
が
昭
和

六
十
三
年
の
十
一
月
で
す
の
で
、

実
に
十
八
年
ぶ
り
の
地
元
開
催

に
な
り
ま
す
。　

　

例
年
は
二
日
間
で
開
催
さ
れ

る
同
大
会
で
す
が
、
今
年
は
一

日
開
催
と
い
う
初
の
試
み
に
、

関
係
者
も
少
し
不
安
視
し
て
い

ま
し
た
が
、
参
加
者
の
協
力
も

あ
り
、
と
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
運

営
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
群
島
内
外
か
ら
約
八

百
人
が
参
加
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
講
演
、

舞
台
発
表
、
作
品
展
示
の
他
、

特
産
物
の
展
示
即
売
等
が
あ
り

ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
元

出
身
で
現
伊
仙
町
面
縄
小
学
校

の
校
長
、
村
野
巳
代
治
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

五
市
町
村
か
ら
青
少
年
健
全
育

成
や
環
境
美
化
の
実
践
等
と

い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に

そ
っ
た
取
組
み
が
発
表
さ
れ
た

後
、
会
場
の
参
加
者
を
交
え
た

質
疑
時
間
を
も
う
け
、
活
発
な

意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
バ
ル

セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
柔
道
家
、
古
賀
稔
彦

氏
を
招
い
て
「
夢
へ
の
挑
戦
」

と
題
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を

基
に
気
合
い
を
入
れ
る
と
き
に

必
ず
や
る
仕
草
や
元
気
注
入
の

方
法
な
ど
身
振
り
手
振
り
を
交

え
て
の
講
演
に
、
会
場
は
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

古
賀
さ
ん
は
テ
レ
ビ
で
見
る

の
と
同
じ
よ
う
に
、
と
て
も
爽

や
か
な
印
象
を
村
民
に
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
夕
方
頃
か
ら
始
ま
っ

た
広
域
文
化
祭
は
郡
内
全
市
町

村
か
ら
絵
画
や
書
道
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
な
ど
約
四
百
五
十
点
が

寄
せ
ら
れ
会
場
の
後
方
に
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
発
表
で
は

五
市
町
村
か
ら
伝
承
芸
能
の
発

表
が
あ
り
会
場
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。
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十
二
月
十
五
日
、
屋
鈍
出
身

の
吉
岡
オ
サ
イ
さ
ん
が
百
歳
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
日
、
元
山

村
長
が
お
祝
い
に
駆
付
け
、
敬

老
祝
い
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

吉
岡
さ
ん
は
明
治
三
十
九
年

十
二
月
十
五
日
生
ま
れ
、
大
正

元
年
に
吉
岡
浦
常
さ
ん
と
結
婚
。

二
男
一
女
を
も
う
け
ま
し
た
。

夫
の
浦
常
さ
ん
は
船
の
機
関
士

で
昭
和
十
四
年
、
南
洋
の
パ
ラ

オ
に
移
り
住
み
三
年
間
生
活
。

そ
の
後
夫
の
浦
常
さ
ん
と
は
生

死
不
明
の
ま
ま
で
別
れ
て
し
ま

い
、
仕
方
な
く
島
へ
帰
っ
た
オ

サ
イ
さ
ん
は
、
畑
仕
事
や
魚
加

工
等
で
生
計
を
立
て
、
女
手
一

つ
で
子
供
た
ち
を
育
て
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
た
っ
た
昭

和
三
十
九
年
に
夫
浦
常
さ
ん
の

戦
死
を
知
ら
せ
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
、
八
十
五
歳
か
ら
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
虹

の
園
に
、
九
十
七
歳
の
時
に
入

所
し
ま
し
た
。
移
動
は
杖
や
車

い
す
を
使
用
し
て
い
る
吉
岡
さ

ん
で
す
が
、
記
念
撮
影
に
は
い

す
に
座
り
背
筋
を
伸
ば
し
た

し
っ
か
り
と
し
た
姿
勢
が
印
象

的
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
す
。
長

生
き
の
秘
訣
は
「
自
分
の
し
た

い
こ
と
を
し
た
い
と
き
に
す
る

こ
と
。
そ
し
て
、
孫
た
ち
に
お

小
遣
い
を
あ
げ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

元
気
に
長
生
き
し
て
下
さ
い
。

　

毎
年
十
一
月
二
十
二
日
、
本

村
で
は
『
い
い
夫
婦
の
日
』
と

し
て
恒
例
の
合
同
金
婚
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
も
結
婚
し
て
五
十
年
目

を
迎
え
る
村
内
の
ご
夫
婦
を
村

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
や
け
う

ち
の
里
）
に
ご
招
待
し
、
半
世

紀
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら

労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
節
目

の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
八
組
で
、

式
に
は
五
組
の
ご
夫
婦
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

謝
辞
で
は
こ
の
五
組
を
代
表

し
て
、
宇
検
集
落
の
大
岡
松
雄

さ
ん
が
「
元
気
に
金
婚
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
み

な
さ
ん
の
温
か
い
心
遣
い
の
お

か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
迷
惑

を
か
け
ず
に
、
夫
婦
で
元
気
に

長
生
き
し
た
い
」
と
、
と
て
も

謙
虚
に
語
り
ま
し
た
。

　

村
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
で
も

あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
復
帰
直

後
に
夫
婦
と
な
り
、
厳
し
い
時

代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夫
婦
で

力
を
合
わ
せ
て
子
供
や
仕
事
、

そ
し
て
宇
検
村
の
発
展
の
た
め

に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
夫
婦
仲
良
く
長

生
き
を
し
て
下
さ
い
。

　

十
一
月
十
二
日
村
野
球
場
で

は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は

村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
主
催

す
る
も
の
で
、
今
年
は
八
集
落

十
三
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
手
に

汗
握
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

序
盤
か
ら
珍
プ
レ
ー
好
プ

レ
ー
続
出
す
る
展
開
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、
中
で

も
久
志
校
区
チ
ー
ム
は
攻
守
に

わ
た
り
他
を
圧
倒
。
決
勝
で
は

昨
年
度
優
勝
の
崎
原
Ｂ
チ
ー
ム

を
下
し
、
見
事
優
勝
の
栄
冠
を

手
に
し
ま
し
た
。
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古
仁
屋
海
上
保
安
署
は
十
一

月
二
十
八
日
、
宇
検
村
漁
協
前

に
て
沿
岸
海
難
救
助
訓
練
を
実

施
し
、
村
内
の
漁
協
関
係
者
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

古
仁
屋
海
上
保
安
署
に
よ
る

と
磯
釣
り
中
の
海
中
転
落
者
は

年
間
約
三
百
人
を
数
え
、
救
命

胴
衣
着
用
時
の
生
存
率
は
八
割

に
上
る
と
い
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
講
習
で
も
有

効
性
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

救
命
胴
衣
の
正
し
い
着
け
方
や
、

携
帯
電
話
の
携
行
、
そ
し
て
一

一
八
番
通
報
の
活
用
な
ど
、
事

故
救
命
策
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
訓
練
は
、
枝
手
久
島
近

く
の
磯
場
で
釣
り
人
が
孤
立
し

た
ケ
ー
ス
と
小
型
船
舶
か
ら
乗

組
員
が
海
中
転
落
し
た
事
故
を

想
定
し
て
さ
救
助
法
を
学
び
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
発
煙
筒
の
着
火
の

仕
方
や
自
動
膨
張
式
救
命
胴
衣

使
用
の
実
施
訓
練
、
身
近
に
お

い
て
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等
に
よ
る

救
助
訓
練
、
ま
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
使
っ

た
心
肺
蘇
生
の
手
順
を
習
得
し

ま
し
た
。
海
難
事
故
が
増
加
す

る
こ
の
時
期
み
な
さ
ん
く
れ
ぐ

れ
も
お
気
を
付
け
下
さ
い
。
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　カンボジア（Ｃａｍｂｏｄｉａ）が名前の由来といわ

れる“カボチャ”，本村ではそのカボチャが昨年

（平成１８年）から静かなブームを呼んでいるそう

です。何故昨年から急に？と疑問が浮かびますが，

そのわけを農家の方に聞いてみると，次のように

語ってくれました。①短期間で収穫ができる②他

の作物と比べると反収が大きい③初心者でも比較

的作りやすい作物であるｅｔｃ・・・たくさん要因

はあるようですが，主婦層の口コミによる影響が

大きいように思われます。

　たとえばカボチャは平成４年に村が流通経費を

補助して奨励されてきました。当初から平成１７年

度までは安定して１０戸余りで推移していた栽培農家戸数でしたが，昨年暮れ時点で経済

課が把握している戸数を聞いてみると農協に出荷している戸数は約３５戸ですが，自家消

費用に作っている方を含めると約４０戸と約４倍近くも増加しているそうです。

　一人一人がいいカボチャ作りを研究することによって，その情報を共有し合い，それ

が宇検村のカボチャブランドをさらに高めることになればと，先駆者の石原さんは語っ

てくれました。これからの宇検村農業がとても楽しみです。

　尚，カボチャ栽培に興味のある方は役場経済課までご連絡下さい。
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　環境と調和のとれた農業生産の確保を図り，農業の健全な発展に寄与するため，平成

１１年７月に「持続性の高い農業生産方式の導入の促進に関する法律（持続農業法）」が

制定されました。

　エコファーマーとは，持続農業法第４条に基づいて，「持続性の高い農業生産方式の

導入に関する計画」を知事に提出して，認定を受けた農業者の愛称です。要件は，①土

づくりに関する技術②化学肥料低減技術③化学農薬低減技術だそうです。
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　宇検村の農業は，経営基盤が比較的零細で，耕地が点在しており，農業者の高齢化が進み後
継者不足という社会的現象もあり，年々と遊休農地が増大しています。
　平成１７年に改正された農業経営基盤強化促進法では，遊休農地（その恐れのある農地も含
む）を活用していくために，担い手への利用集積を図ることになりました。
　そこで，宇検村農業委員会としては平成１７年度から順次村内の遊休農地の実態調査を行うこ
ととなりました。
　このコーナーでは，実態調査の結果を基に，村内の利用可能な遊休農地等について，本人の
同意を得て，「売っても良い」，「貸しても良い」農地の情報をお知らせしています。
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●掲載されている農地について，「借りたい」要望がありましたら，宇検村農業委員会に
ご連絡ください。村ホームページ　http://www.uken.net/　でも公開しております。
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　この欄は，みなさんのページです。
　村政への意見や提言，要望，詩，俳句その
他なんでも結構です。およせください。
 元気の出る課広報係
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　　農地等を耕作の目的で所有権を移転したり，賃借権，使用賃貸借等を設定する場合は，
　　知事又は農業委員会の許可を受けなければなりません。
　　　�　農業委員会の許可
　　　　　個人または農業生産法人が住所のある市町村の区域内の農地等を取得する場合。
　　　�　知事の許可
　　　　　農地の所在する市町村以外に住所のある個人が農地等を取得する場合。
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本
村
で
は
、
民
間
事
業
所
の

Ｐ
Ｒ
並
び
に
企
業
活
動
報
告
の

場
と
し
て
、
村
が
発
行
す
る

「
広
報
う
け
ん
」
に
有
料
掲
載

の
要
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。
事

業
者
の
皆
様
、
ご
活
用
下
さ
い
。

掲　載　料掲載回数スペース規　格

　４，０００円１回縦６�×横９�モノクロ

　７，０００円１回縦６�×横１８�モノクロ

　６，０００円１回縦６�×横９�カラー

１０，０００円１回縦６�×横１８�カラー

※詳細につきまして，村ホームページか元気の出

る課までご連絡下さい。
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
湯
湾
集
落
に
住
ん
で
い
る
増

重
光
一
と
申
し
ま
す
。

　

宇
検
村
に
は
、
一
昨
年
の
四
月
に
田

検
中
学
校
教
諭
と
し
て
赴
任
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
二
年
生
担
任
、
理
科
担

当
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
顧
問
と
し

て
毎
日
生
徒
た
ち
と
楽
し
く
、
多
く
の

こ
と
を
学
び
な
が
ら
生
活
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

私
は
宇
検
村
と
は
何
か
の
「
縁
」
が

あ
る
と
ず
っ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。

初
任
校
で
、
以
前
、
宇
検
村
で
勤
務
し

て
い
た
親
し
い
同
僚
が
い
た
り
、
前
任

校
で
は
、
私
が
担
任
し
た
ク
ラ
ス
に
宇

検
村
に
縁
の
あ
る
生
徒
が
数
名
い
た
か

ら
で
す
。
当
時
、「
宇
検
村
は
と
て
も

住
み
心
地
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
よ
。
住

民
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ

も
盛
ん
で
す
よ
。」
と
い
う
話
を
よ
く

聞
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
宇
検
村
で
の
生
活
を
楽
し
み
に
し

て
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。

　

楽
し
み
は
現
実
の
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
宇
検
村
で
生
活
す
る
う
ち
に
感
じ

た
宇
検
村
の
良
さ
の
一
つ
は
伝
統
行
事

を
大
切
に
し
て
い
る
点
で
す
。
私
自
身

も
村
民
の
方
々
や
集
落
の
方
々
と
い
ろ

い
ろ
な
地
域
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
行
事
は
、
豊
年
祭
で
す
。

　

生
ま
れ
て
初
め
て
ま
わ
し
を
つ
け
、

相
撲
を
取
り
、
緊
張
し
な
が
ら
も
無
事

に
と
り
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
と
相
撲
を
と
る
こ
と
も
で
き
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
も
覚
え
て
お

り
ま
す
。
八
月
踊
り
の
歌
詞
や
踊
り
方

も
、
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
楽
し
く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
覚
え
て
い
き

た
い
で
す
。

　

ま
た
、
敬
老
会
、
村
民
体
育
大
会
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
な
ど
の
各
行
事
に
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
宇
検
村
の
ど
の
集

落
の
方
々
も
楽
し
み
な
が
ら
も
本
格
的

で
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、

「
す
ご
い
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
良
さ
は
子
ど
も
を
大
切

に
す
る
雰
囲
気
で
す
。
宇
検
村
の
子
ど

も
た
ち
は
地
域
の
方
々
か
ら
「
宝
」
と

し
て
大
切
に
育
て
ら
れ
て
い
る
な
、
愛

さ
れ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
地
域
の
方
々
が
子
ど
も

た
ち
に
「
良
い
こ
と
は
良
い
、
悪
い
こ

と
は
悪
い
。」
と
い
う
姿
勢
で
毅
然
と

接
し
て
い
る
姿
か
ら
も
充
分
に
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
ま
だ
ま
だ
力

不
足
で
す
が
、
宇
検
村
の
「
宝
」
た
ち

の
良
さ
を
伸
ば
し
、
磨
き
を
か
け
て
い

き
た
い
と
い
う
思
い
が
強
ま
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
宇
検
村
の
良
さ
は
こ
こ
に
は

書
き
き
れ
な
い
程
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
宇
検
村
と
の
「
縁
」
を
大
切
に
し
な

が
ら
多
く
の

良
さ
を
見
つ

け
て
い
き
た

い
で
す
。
そ

し
て
、
そ
れ

を
将
来
宇
検

村
に
赴
任
す

る
同
僚
達
に

伝
え
て
い
き

た
い
で
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

場
所
で
す

場
所
で
す
。�

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
Ｉ
・

Ｕ
タ
ー
ン
の
方
や
今
活
躍

し
て
い
る
方
に
、
ご
紹
介

兼
ね
な
が
ら
宇
検
村
の
良

さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

場
所
で
す
。�
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